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履修登録について 

「学校教育課程 ○○専攻科目（中等）」に記載された以下の科目 

○○が国語：「日本語学概論」「古典文学概論」 

○○が社会：「西洋史概論」「地誌概論」 

○○が数学：「代数学序論」「解析学序論」 

○○が理科：「化学概論」「生物学概論」 

○○が音楽：「ソルフェージュ」「音楽理論」 

は前期に履修登録は出来ません。 

６月末に履修希望調査をしたのち、希望者が受入可能人数を大幅に上回る場合、抽選等により人数調整を行う 

ことになっています。調整後の結果については、あらためて掲示やポータルサイトで示されるので、その結果 

に従って後期に履修登録します。 

 

授業について 

以下に示すもの以外に、授業により教務課の掲示が出ているものがあります。必ず確認して下さい。 

 

「各教科Ｉ に関する指示一覧」  

           

【国語 Ｉ 前期火曜日 3時限目】 

国語Ｉの授業を下記の通り行います。第1回目は、全体で行いますのでB301に集合してください。この授業

の、履修登録時の担当教員名は「加藤直志
ただし

先生」です。 

授業回 月日 教室・担当者 

１回 4/14 全体（B301） 中村・渡辺・戸塚・加藤・望月 

２回 4/21 全体（B301） 中村孝一 

※3～14回はクラスごとに受講 Aクラス（C305）  Bクラス（C306） Cクラス（C307）  Dクラス（C308）  

３～5回 4/28・5/12・5/19 渡辺由貴 戸塚麻子 加藤直志 望月敬幸 

6～8回 5/26・6/2・6/9 望月敬幸 渡辺由貴 戸塚麻子 加藤直志 

9～11回 6/16・6/23・6/30 加藤直志 望月敬幸 渡辺由貴 戸塚麻子 

12～14回 7/7・7/14・7/21 戸塚麻子 加藤直志 望月敬幸 渡辺由貴 

15回 7/28 全体（B301） 中村・渡辺・戸塚・加藤 

※他学部・他学科履修者・再履修者は、別途指示するクラスで受講してください。 

国語専攻 中村
なかむら

 

 

【社会Ｉ 前期 火曜日2時限目】 

社会Ｉは、全回を A301 で行うので、全員この教室に集まること。 

3名の教員（鎌田・井上・大森）が5回ずつ、リレー形式で担当する。 

       社会専攻 鎌田
かまだ
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【算数Ｉ 前期 木曜日５時限目】 

3クラスに分かれた指定教室で授業が行われます。 15 回の授業は、3 人の教員がオムニバス形式で行います。 

算数Ⅰに関する教室及び授業担当者 

教室 クラス 1～5回 6～10回 11～15回 

A308 Ａ・ D1 井出 学 竺沙 敏彦 笛木 茂雄 

A309 Ｂ・ D2 笛木 茂雄 井出 学 竺沙 敏彦 

A310 Ｃ・他学科 竺沙 敏彦 笛木 茂雄 井出 学 

※Dクラスの学籍番号の前半（下3桁004～089）がD1、Dクラスの学籍番号の後半（下３桁094～179）がD２ 

※オンラインの授業回を含みます（授業担当者から別途指示があります）。 

  授業主担当 竺
ちく

沙
さ

 

 

【理科Ｉ 前期 水曜日2時限目 】 

☆理科Ⅰは、物理・化学・生物・地学・理科教育を「３回ずつ」受講する科目です。 

 初回（４/１５）はＢ３０1教室へ集合してください。 

 

理科専攻 出口
でぐち

 

 

【音楽Ｉ 前期・木曜日1・2時限目）】 

♪持ち物 

1．イヤホン又はヘッドホン 

器楽クラスの授業では各自1台の電子ピアノを使用します。各自イヤホン又はヘッドホンを持参してくださ

い。 ※iphone用のイヤホンは使用できません。先端が丸いジャックのもの（ミニプラグ3.5mm）を用意して

ください。 

生物分野では、タンポポの観察とモンシロチョウの飼育観察の課題があるので、以下について事前に行って

ください。 

① あらかじめ、タンポポがどの辺りにあるか、目星をつけておく。 

② モンシロチョウの飼育観察では、卵を見つけて、それを成虫まで育てることを各自で行ってもらうので、

モンシロチョウが飛んでいる、卵がありそうなキャベツ畑などを探しておく。（モンシロチョウは午前中に飛

んでいることが多いです。） 

なお、授業時に、タンポポやモンシロチョウの卵を持参するという意味ではありません。課題についての詳

細は授業で説明します。また、授業で使うので、Hか2Hか3Hの鉛筆を持って来てください。 

                                     （生物分野担当 久留
く る

戸
と

） 
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2．ステレオプラグ変換アダプタ 

電子ピアノを使用する際に、通常のイヤホンのプラグ（ステレオミニ

プラグ3.5mm）に右記画像のアダプタを装着し、オーディオ用のステ

レオプラグ(6mm）に変換する必要があります。画像を参考に各自購入

するなどしてこのプラグを持参してください。電気屋や100円ショップ

でも購入できる場合があります。 

 

♪教室 

「音楽 I」初回授業はクラスにより教室が違うので注意してください。 

木曜1限                   木曜2限 

  Aクラス  C423教室            Cクラス  C423教室 

  Bクラス  C50１教室             Dクラス  C50１教室 

音楽専攻 明和
めいわ

 

 

卒業必修科目「授業実践演習」 

学内での授業は前期水曜4限、後期金曜５限に不定期で行い、４回目・8回目・11回目の授業参観は土曜午前に

教育学部附属橘小学校で行います。 

授業は毎週ではないため、日程をよく確認すること。特に、橘小で行われる授業は土曜日なので注意すること。 

回 月 日 曜日 時限 場所 内容 

前期 

➀ 4 22 水 4 大学 開講式（C201教室） 

② 5 13 水 4 大学 学内関係者講話（C201教室） 

③ ６ 10 水 ４ 大学 事前指導・学内関係者講話（C201教室） 

④ ６ 20 土 1・2 橘小 橘小教員による授業の参観 

⑤      7 ８ 水 ４ 大学 前回授業参観の振り返り・学内関係者講話（C201教室） 

⑥ ７ 29 水 ４ 大学 外部講師による講話（C201教室） 

          後期 

⑦ ９ 18 金 ５ 大学 事前指導・学内関係者講話（C301教室） 

⑧ 10 ３ 土 1・2 橘小 外部講師による授業を参観 

⑨ 10 23 金 ５ 大学 前回参観の振り返り・学内関係者講話（C301教室） 

⑩ 11 27 金 ５ 大学 事前指導・学内関係者講話（C301教室） 

⑪ 12 19 土 1・2 橘小 外部講師による授業を参観 

⑫ 1 ８ 金 ５ 大学 前回参観の振り返り・学内関係者講話（C301教室） 

《注意》上記の日程は、あくまでも現時点における予定で、今後の情勢によっては変更する可能性もある。その

際、ポータルサイト・掲示等を通じて連絡するので、こまめに確認すること。 

※橘小学校での参観授業に関しては、ビデオでの撮影を行い当日やむを得ない理由により欠席した学生はそのビデ

オを視聴し学修すること。                               

 授業主担当 笛木
ふえき
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前期火曜日１限目 「学校教育研究法」（学教１年生） 

「学校教育研究法」の担当教員や授業形態等については、以下の通りです。 

教員名 

（教室） 

授業形態 

日程 

白鳥絢也 

（オンライン） 

オンライン4回 

酒井郷平 

（B305） 

対面4回 

社浦竜太 

（B307） 

対面3回・ 

オンライン1回 

由谷るみ子 

（B308） 

対面4回 

① 4月14日  

Aクラス 

 

Bクラス 

 

Cクラス 

 

Dクラス ② 4月21日 

③ 4月28日 

④ 5月12日 

⑤ 5月19日  

Bクラス 

 

Cクラス 

 

Dクラス 

 

Aクラス ⑥ 5月26日 

⑦ 6月2日 

⑧ 6月9日 

⑨ 6月16日  

Cクラス 

 

 

Dクラス 

 

Aクラス 

 

Bクラス ⑩ 6月23日 

⑪ 6月30日 

⑫ 7月7日 

⑬ 7月14日  

Dクラス 

 

Aクラス 

 

Bクラス 

 

Cクラス ⑭ 7月21日 

⑮ 7月28日 

⑯ 各 教 員 か ら  

日程を連絡 

※質問がある場合は、授業担当代表の白鳥絢也
しらとりじゅんや

まで連絡を下さい。 

メール連絡の場合は、jun-shiratori@sz.tokoha-u.ac.jp です。          

 

教務部会 説明事項 

（１）2026年度「特別研究中間発表会」および「最終発表会」について 

 特別研究中間発表会が2026年9月に開催される。1年生から4年生まで、原則全員が参加する学校教育課

程の大切な行事なので、今から予定に入れておくこと。また、2027年2月初旬に最終発表会がある。これも中

間発表会と同様に、原則全員参加。詳細については、ユニパ及び掲示板等で連絡する。  

 

1年生は、 

①2年次で専攻に分かれるが、自分の興味・関心のある研究に触れ、希望する専攻を決める際の判断材料に 

してほしい。 

②卒業時の自分の姿についてイメージをもってほしい。 

③いろいろな学問分野の研究に触れ、知的探究心を高めてほしい。 

 

以上 
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